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一一論 文一一

極東の~電 (第 2 報，冬)

1.緒言

著者は第1報山において.1952年及び1953年夏の

資料に基き，極東における瓦季の空電と気象現象の関

係，並ひ'に空電源の分布を示し，これが解釈を行っ

た.

本報告では.1953年及び1954年の冬の資料に基き，

極東における冬季から早春にかけての空電と気象現象

との関係(夏季と共通の部分は大体省略した)並びに，

笠竜源η分布を示し，これが解釈を試み様と思う.

1952年の冬については，既に異なった点で報告してあ

るので.(%)重複を避けることにした.観測の場所，方

法等については，第1報と全然同様だから，ここには

述べない.

2.気象現象との関係

2.1)大陸の高気圧と支那海の前線

夏季と同様に東支那海から南支那海にかけて空電源

の分布を見ることが頗る多いが，原因は大分異う .後

述する様に，冬季はシベリア方面の温度が著しく下

るので，ここに熱的な高気圧を生じ，寒冷で，且乾燥

した大陸性の気流が支那沿岸から支那海方面に吹出

し，同地方の湿熱な気回に遭って変質するから，不安

定になる.

図1は，昭和21年2月21日2100JSTの突然図に

空電源(x印)を記入したものであるが，支那大陸の

金 原 ?享

高気圧から出た冷乾な気流o:.Jf[支那海の泡湿な気uf
に遭って不安定になっている.ここでは，それが発達

して寒冷前線を生じているので，東支那罪事のみならず，

本邦西部地援迄，顎しい空電源の分布を生じ，諸々に

積乱雲やし申う雨も観測され，収倣の著しいことを示

している.

図2は，昭和28年2月18臼0αlOJSTの7∞mb高
層の天気図に空電源(x印)を記入したものである.図

では，高気圧が沿海1'1'1方面にあるので， 冷乾の気流が

大陸から太平洋方面に吹出し.京支那海上の温湿な気

聞に接して不安定になっている.これに加えて，日本

海事、ら東支那海にかけて気圧の谷があるので，著しい

収倣を生じ，顕著な笠宮分布が認められる.

図 2

図3は，昭和28年2月22日21∞JSTの突然図に
笠宮源(x印jを記入したもの'C:-ある.図では，高気圧

が.350 N附近に3個並列している為，冷車Eの気流の

吹出しが鈍<.局地的に積乱雲やし櫓う雨等が発生し

ていたり ， 寒冷前線が現われていたりする処に.~電
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源ゎ分布を見るのみで，葉支那海に特肴な顕著な空電

波η分布は認められない.

図 3

図4は.昭和28年2月21日1200JSTの700mb高

層天気図に空電波(x印)を記入したものである.図に

は描いてないが，支那大陸に高気圧があり ，i令乾な気

流が東支那海へ吹き出している・本図には，等高線の

他に等混線が示してあるが，東支那海のさE電源の分布

は温度の急変する処fこ，等混線に沿って現われている

ことがわかる.この傾向は，他の例にも現われる著し

い現象である.

図 4

2.2)し陪う雲， し由う雨，積乱雲

乾いたしゅう雪や嵐雪からも空電が出ることは，著

者も経験した処で，波形から見て，10kc/s附近が特

に著しいこともわかっているが，(3)北陸，北海道方面

にし陪 う雪等があった時でも，そこに空電源を認めな

いことがある.電気的に性質金:異なっているのか，伝

ベた~電源、が，葉支那海に箸しい分布を示している .

更に，本邦南岸に沿って寒冷前線が走っていて，日本

海岸には， し陪う雪，太平洋岸にはし助う雨，その他

至る処に領苦L雲が現われているが，空電源は，これ等

の気象現象に対応して明確な分布を示している.

図 5

図6は，昭和28年2月20日2100JSTの天気図に

空電源(x印)を記入したものである.この日も，支秀吉

に高気圧があり，図6には示してないが，東支那海に

著しい空電源の分布が認められている・本邦でも奥羽

から北海道方面にかけて，積乱雲やしゅう雪の分布が

認められ， それに対応した~電源の分布が認められ

る・命本邦を糧援前線が横切っているが，空電源はこ

れに伴わない・その太平洋上に伸びた先端は寒冷前線

となり，しゅう雨のある辺に空電源が現われている.

図 6

鰭状況が異なるのか，よ〈わからない. 図7は，昭和28年2月17日1500JSTの夫気図に

図5は，昭和28年2月22日09∞JSTの天気図に 空電源(x印)を記入したものである.後述する様に，
空電源(x印)を記入したものである.この日は支那大 冬季のフィリッヒ・yは，夏季とは異なった意味で，支

陸に高気圧があり，図5には示してないが，前節で述 那海と同様，不安定な気回に支配されているので，積
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苦Wlを生じ雷雨の発生することが多いが，図7はその mbの谷が，本邦の南に横たわり.700mbの谷が東方

例で，これに相当して著しい空電波の分布が現われて を南北に走り，その先には合風が現われている.空電

いる. 源は，前例と同織の理によって，本邦の南方洋上.500 

図 7

2.3)上膚の気圧の谷，ジェット涜

シペリア及び北支の冷乾な気回が太平洋へ流出して

変質すると，不安定になるが.700mbの谷がそこえ

現われる時は，収敏治:顕著になって，谷に沿う著しい

笠宮源の分布を見ることが多い.叉，上層のジェット

流に伴う笠宮Eについては，先に詳しく報告したが，向

今回の観測でも.R露‘認められた.
図8，主，昭和28年2月19日1200JSTの7∞mb高
層天気図にささ電源(x印)を記入したものでらる.気圧

の谷が北海道から琉球方面に走っているが，太平洋を

通過する区援には著しい笠宮源の分布が見られ，風は

何れも強い西風で，大陸方面から来た冷乾な気流が変

質しつつあることを示している.

図 8

mb及び7∞mbの谷に沿¥".合風の北側には裕、集中
して分布している.

図 9

図10は，昭和28年2月18日12∞]STの 7∞mb
高層天気図に空電源(x印)を記入したものである.沿

海1-1，に高気圧があ巧て，強い西風が大陸方面から吹い

ている.700 mbの谷が東支那海を通っているので，

既述の理由により，この辺には著しい空電源の分布が

ある.叉図に灰色で示したのはジェッ ト，ストリーム

の存する処であるが，これに沿う空電源の分布も見ら

オLる.

図11は，昭和29年3月28日αlOO]STの7∞mb
高層天気図に空電源(x印)を記入したものである.細

い線は等温線で，太い線が等高純である.前の数例と

同様に太平洋上の谷の前面の収徴主主に空憶の分布が見

られる.

図12は，昭和28年2月21日15∞]STの7∞mb
高層突然図に空電源(x印)を記入したものである・上

図9は，昭和28年2月23日α削 ]STの7∞mb高 層のジェット，ストロームに沿い，等温線に従って，

回天気図にさを震源(x印)を記入したものである.500 ~電源の分布が目立っている.
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図 10

60 

図 11

図 12

図13は，昭和29年3月?:l日0000JSTの700mb

高層天気図に空電源(x印}を記入したものである.高

気圧はオホー ツク海と満州にあり ， 冷乾な気流IJ~京支

那海乃至太平洋へ洗出している.笠源電は，太平洋上

の谷7コ前面に分布しているが，特に低温援に集中して

いる.この様な例が他にも数回あるが，理由はよくわ

からない.



図 13

図14は，昭和29年3月25日09001STの天気図に

空電源(x印)を記入したものである.佐渡島の附近の

風盛による笠置を示したものである.3月も末になっ

て，風慶治:起る頃になる と，同様な空電妨宮は，関東

地方の受信所でも鹿、経験する処であり，満州‘臨河地

方に5，6月頃生ずる荒廃による空電は余りにも有名で

ある.

図 14

3.西太平洋の室電

冬季は，北太平洋を挟んで，シペリアとカナダの両

方面が極寒の気候になるが，北米西海岸には，幅の広
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い大山系ロッキーがあるので，太平洋方面には影響を

及ぼさない・処がアジア大陸の東岸には，この織な障

壁がないので，シベリアの熱的高気庄からは，冷乾な

気流が太平洋に吹出し， 冬の季節風になる.

北大平洋中将度の高気圧は弱まって 2分 し，図15の

様な気流を生ずる・ 100N附近には東寄りの貿易風が

吹いているが，芳、道を越えて南半球に侵入すると，北

京風から北西風に変って，南半球における西主寄りの貿

易風との聞に熱帯前線(ITF)を形成する.このlTF

は，大平洋の東西南端て・南方へ入り込んでいる.オー

ストテリアの北部では，この ITFに よる雷雨，従っ

て空電が多い.図16は，昭和28&;手2月の昼間におけ

る空電源分布図，図17は，昭和29年3月の昼間にお

ける空電源分布図であるが，何れも図の下線にg}!電源

の集中しているのが認められる.これらの空窓源は，

遠方の為，現在の観測所の観測では，交会法による交

点が求まらない種類のもので，従ってイ γ ドネシア群

島，エューギニア，オ【ストラリア，その他東方に位

する太平洋赤道附近の島峡に生ずる空電と考うべき も

のである.図18は， 昭和28年 2月の夜間の空電源分

布図，図 19は，昭和29年3月の夜間の空電源分布図

であるが，これらを相互に比べて見ると，同地方の空

震は，夜間に比べて昼間が特に著しい.これは岡地方

の雷雨はITFの地形性収殺に加えて，日射の作用が

相当利L、ていることを示すものであろう.

シベ リアの冷乾気回が流出する通路は，図20に示寸

通り 4通りある.この内Iはシヤム，マレーを経て南

支那海へ出る大陸性のものである.IIは支郊の北部

から南東に進んで，南支那海，フィリッヒ・y方面に抜

けるーもので:，同地方に出れば，下胞は湿熱気団に変質

して不安定になる.IJIは支那を西から3誌に横切り，

黄河から南下して速く南半球へ侵入する.IVは海.学

15 
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図 20

3 
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性ーで，相当低純度迄冷湿な極気回として進む・何れに

しても，支那海乃至西太平洋低緯度t也方に進めば，襲名

手特性海洋気回に変質して不安定になる・これらは，前

述した北太平洋の貿易風と合して，図15及び図21に

示す様に，マクロネシア71<援，ィ y ドネシア群島，

エューギエア， オーストラリア北部等に侵入し，南半

球からの気回との聞に ITFを生じ，地形性収数や日

射の作用と相俊って，この地方の空電源となる織でる

る・1苛，ジ十ワ，マレー方面は空電波の分布が昼夜で

著しい差異がないから，地形性収鍛カ滑に顕著なこと

と息、tっ;/Lる.

4.極東の空電

4.1)冬季における極東の気回

前述の通り，冬季には北支，シベリア方面が冷却乃

為，浅い熱的高気圧となり，印度及び印度洋北部には

気流の沈降による深いカ学的高気圧を生ずる.これが

為，シベリア方面から流出する冷乾な気流が，中緯度

の各地並びに支那の亙熱帯援を経て，支那海及び太平

洋へ出る{也に，印度の上空，ヒ マラヤの西及び南の高

気圧から出る然、流は，北西風叉は北東風となって山系

の斜面を下り，南半減に侵入して，何れも北西風とな

り，南半僚のJ1[寄りの貿易風との聞に， 50 S附近に

ITFを生ずる・印度上空から来た気回も変質し， 1i也の

気団と共に尽〈ヵ:海洋性赤道気回となって不安定にな

る(図21参隠れ ITFは東に伸びて太平洋のそれに接

続するが，これ等の通過するスマトラ，ジー"ワ等の諸

島には，昼夜を分たず地形f生収数による雷雨，従って

主主電源が顕著書に分布している.

シペリアの大陸性極気団については前節で述べTこ

が，これら4穏の通絡を通った気庄は，fnJiLも支那海

岸乃至本邦の南方洋上で湿気を妓レ温度も上昇して海

洋性熱帯気団となる.

北太平洋とオホーツ P海上の海洋性僅気回は，湿度

は大であるが，温度は低い.海面から 3km~乞は条件

付不安定になっているから，凝結その他の援活Lにより

収徴して ， ~電を発生する こ とヵ:ある . 図 22 は， 昭和

29年3月24日2100jSTの天気図に空電源(x印)を

記入したものである.低気圧は，カムチ+ッカ半島の

21 



図 22 4.2)冬季における極東の前線

(a)極前 線
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冬季には，毎月数回シベリアの高圧接からの著しい

吹出しがあり，これが支那を通って，南東アジア傾

按に出て来るが，亙熱衛乃至無稽援に達すれば，熱と

湿度の為に変質して，極前線織に沿って収微を生じ，

雷雨を発生して，空電a源となることがE払である.図

16乃至図19の東乃至南支那海に生ずる空電源は，こ

れによることが多い.図23は，昭和29年3月23日

2100jSTの天気図に空電源(x印)を記入したもので

ある.極前線の南下によって生じたタイ倉地，仏印，

南支，南支那海の空電源分布を示している.

(b)温事情前 線

先端とアリ 品目 シャ y列島の東部にあり，後者は可成 印度，ピルマ及び南支の収鎖性前線稽が主なもので，

り発達しているので，アラスカ海流上の暖気流がペー アジア大陸と支那海の温度及び湿度の差によって生

リyグ海の冷い気団と接触して収数し，空電を発生し じ，これに沿って移動する南西風上の低気圧には，雷

たものと恩われる. 雨，豪雨を伴うことが陵、である.南支沿岸の空電波

北太平洋の西方及び印度洋上のは，海洋性熱術気回 はこれによって説明せられることが多く，図24は，そ

(mT)で，湿然な不安定な然回だから，日射により， の1例である.昭和29年3月26日1200JSTの7ω

叉は地形性上昇を生ずれば雷雨を発生し，笠電源とな mb高層天気図に空震源(x印)を記入したものであ

る.マレー，イ y ドネシア群島.'='.:a.ーギエア，その るが，等温線に沿って，南支沿岸に著しい空電源の分

他，赤道附近にある太平洋上の群島に分布する笠宮源 布が見られる・

はこれに属する{図16-19参照). 揚子江の谷及び同汀.多淑地方は，中支の変質した大

ITFを権威する気聞は海洋性赤道気回 (mE)とい 陸性極気回と，南支の海洋性熱符気回の聞に前線を生

い，一般的に収数上昇性を有する湿熱な気回である. じ，これに沿って多数の低気圧が移動し(図25参照)， 

図15及び図21で鎖線を以て示したもので，一寸した この地域に顕著な空電源の分布を見ることが多い.図

誘因があれば，発霞して，顕著な空電源となることは， 17及び図19を見れば，平春には，図25に対応してこ

図16乃至図19の空電源分布図に示す通りである. の区援に主主電源の分布が著しいことがわかる.

図 23
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図 24

120。

(c)然草野前線

上記の mTや mEの聞に不連続があれば，力学的

に熱格性収鍬作用を生じ，烈しい疲乱を生ずるのであ

るが，この場合地形性上手千は誘因として綴る重要であ

る.イy ドネシア諸島に生ずる空電源はこれによるこ

とが多い.これ等気団が島Aを通る聞に不連縦泉やス

コール線を生ずるのであって，スマトフースヨールは

地j間生収数とスコーJレ線の聞の被援な結合で生じたも

ので，この辺の著しい空電源となっている {図16--19

参照).ITFの分布その他の詳細については，既に

度々上述したから省路γる.

図 25

5.結論

以上は，冬季に特有な気象現象に伴う空電源乃分布

2こ，極東全地撲に認められるものとについて，その実

ず並びにこれが解釈を述べたものである.

気象現象としては，風雪，しゅう雪に伴う空電は，

10 kcJs附近が主であるから，当然尽くが空電源とし

て認められるべきであるのに，相伴う場合と然らざる

場合とがあった.これは，風雪等の湿度，温度その他

の性質に基づく放電の多少によるのか，伝長雲路の性質

によるのか，観測場所附近の状況等に関係しているの

か，磁かなことはよく解らない.

120
0 

¥30。

支那海には，持に著しい空電の分布があるが，こtL
は大陸の高気庄市、ら吹出すJ令寒な気流ヵ"支那海叉は

本邦南方洋上の混湿乃至湿熱な気回に接触して著しい

収微を生ずる為であって，寒冷前1紘叉は，上回の気庄

の谷の存するI待は，特にその附近に著しい空電波分布

を生ずることがわかった.叉高気圧が，支那以外に本

邦附近に並列して存在し，冷気吹出の作用を鈍らせる

時は， 支那海に特有な笠m~草分布は奮しく変形を却す

る.

ジェット， ストリームに伴う笠宮は，]lは明らかで

ないが，冬は往々にして極めて明確であり，支那海7)



笠宮と共に太平洋訴でも，上府の等温線に沿って分布

している.

マレー， イy ドネシア群島，ニa ーギエア，オース

トラリア北部，太平洋赤道附近の群島は，ITFの通過

する処であるので，一般に湿熱気回が収殺気味になっ

ている・従って，日射叉は地括性上昇等による誘因を

受ければ，忽ち，発脅して，主主電源となることが顕著

に示され， これ等の諸地方には，空電源減分布が著し

いが，昼夜の差が可成り著しい点から見ると，日射の

作用が相当利いている様でゐる.

温稽前線性のささ電源It，場子汀ーの湖水地方及び南支

沿岸から仏印方面に見られる.これは2月より3月の

方が著しい.叉，夏季と異なり印度方面の空電源分布

は少いが，2月よりは3月の方が増加気味である.オ

ホーツク海方商の空電波分布も 3月には相当認められ

る.
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